
 
 

＜別紙２ 障害者グループホーム版＞ 

第三者評価結果 

 

Ⅰ 福祉サービスの基本方針と組織（共通評価Ⅰ－１～４） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

（Ⅰ-1 理念・基本方針） 

職員は採用時に、「人権手帳Ⅱ」により、「倫理綱

領」と、具体的事例が書かれている「人権目標」

を学んでいます。法人の理念「私たちは、利用者

の方々が、地域社会で明るく豊かな生活が送れる

ことを目指します。」及び「倫理綱領」（職員の行

動規範）はホーム内に掲示し、職員がいつでも確

認できます。 

 

 

 

（Ⅰ-2 経営状況の把握） 

毎月、事業所単位の収支の状況を施設長が確認し

ています。退所者が出た時は、厚木市・愛川町な

どの相談支援事業所と連携し、部屋の空きが長く

生じないように努めています。 

 

 

 

（Ⅰ-3 事業計画の策定） 

法人の中期計画（５年計画）を踏まえ事業計画を

策定しています。事業所は重点目標を掲げ、それ

らの課題に向けて職員一同で取り組んでいます。

新年度の家族会にて説明を行い、周知に努めてい

ます。また不参加の家族には家族会ニュースを送

付しています。 

 

 

家族会の参加者が少なく、情報の周知を課題とし

ています。 

（Ⅰ-4 福祉サービスの質の向上への組織的・計画的な取組） 

福祉サービスの主要な一環として、住環境の整備

に取り組み、提供する福祉サービスの質の向上に

取り組んでいます。月２回実施する運営会議で

は、事業所間の情報を共有し法人全体で、利用者

支援に取り組んでいます。 

 

 

 

 

  



 
 

Ⅱ 組織の運営管理（共通評価Ⅱ－１～４） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

（Ⅱ-1 管理者の責任とリーダーシップ） 

施設長は管理者として、現場の利用者支援にも積

極的に携わり、職員が安心して業務に当たれるよ

うコミュニケーションを図り、風通しの良い職場

環境づくりに努めています。指導に当たっては職

員を支援の場で孤立させないよう情報共有を心

掛けています。 

 

 

 

（Ⅱ-2 福祉人材の確保・育成） 

法人の求人媒体を利用して職員採用活動を行っ

ています。職員紹介制度による採用者もホームに

２名います。入職後見習い勤務を数回実施し、支

援方法などの徹底に努めています。また階層別研

修や外部研修への参加、資格手当支給など人材確

保・育成の工夫をしています。 

 

法人では「人権・研修委員会」を設置し、新任研

修をはじめとして、階層別（中堅）研修やリスク

マネージメント研修など、研修体系を整備し職員

育成に努めています。一方、現在は働き方の多様

化により従来の研修システムでは対応出来ない

職員もいます。今後、研修内容の見直しを課題と

しています。 

（Ⅱ-3 運営の透明性の確保） 

法人の運営方針、事業所概要、決算報告書などは

法人のホームページに掲載しています。毎月の非

常勤職員も交えたホーム全体職員会議では、不安

なことやサービス内容の相談など、支援方法につ

いて話し合い検討し、合わせて各ホーム間の情報

の共有を図っています。 

 

 

 

（Ⅱ-4 地域との交流、地域貢献） 

自治会に加入し、地域との関係を大切にしていま

す。運営法人主催の行事（納涼祭等）では、日頃

より世話になっている地域住民やサッカー少年

団、高校生ボランティアなども参加し、太鼓・寸

劇・ゲームなどで交流を図っています。 

 

 

今年度はコロナ禍の為、行事や会議、地域懇談会

は行われていません。例年はお祭りなどの行事や

催しについて、利用者に情報提供し、希望者は参

加出来るようにサポートしています。来年度の開

催を課題としています。 

 

  



 
 

Ⅲ 適切な福祉サービスの実施 

Ⅲ-１ 利用者本位の福祉サービス（共通評価Ⅲ－１－（１）～（５）） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

（Ⅲ-1-(1)利用者を尊重する姿勢の明示） 

「障害のある人たちが、人間としての尊厳が守ら

れ、豊かな人生を自己実現できるよう支援する責

務がある」ことを倫理綱領に定めて掲示し、職員

に周知しています。半期ごとの「人権研修」や「人

権手帳Ⅱ」の携帯などにより、利用者に対する人

権擁護意識の一層の高揚を図り支援しています。 

 

 

 

（Ⅲ-1-(2)福祉サービスの提供に関する説明と同意(自己決定）） 

ホームを紹介する資料は大きな文字、ルビ付きで

分かりやすい内容になっています。入居時には、

重要事項説明書等を利用者・家族に管理者から丁

寧に説明、確認し同意を得ています。利用者個々

の特性に配慮し出来る限りの自己選択、自己決定

が出来るように支援しています。 

 

 

 

（Ⅲ-1-(3)利用者満足の向上） 

日頃から相談し希望を確認しています。合わせて

個別支援計画の作成時など年２回以上は個別面

談を行い、また利用者・家族・後見人向けに利用

者満足度調査を定期的に行って満足の向上に努

めています。余暇外出で移動支援サービスを利用

し、日産自動車工場見学やガイドヘルパーとズー

ラシアで楽しんだ利用者もいます。 

 

 

 

（Ⅲ-1-(4)利用者が意見等を述べやすい体制の確保） 

苦情解決の体制（苦情解決責任者・受付担当者、

第三者委員の設置）を整備し周知しています。厚

木地区福祉ネットワーク「Aネット」制度で、オ

ンブズマンが訪れ、利用者が気軽に相談できる機

会を設けています。職員は利用者から相談を受け

た場合、その場で解決できることは迅速に対応

し、そうでない場合は関係機関を交えて相談し利

用者の希望に沿うよう努力しています。 

 

 

 



 
 

（Ⅲ-1-(5)安心・安全な福祉サービスの提供のための組織的な取組） 

防災防犯など非常時にはサポートを受けられる

体制を法人として取っています。ホーム室（本部）

職員に時間外でも連絡が取れる携帯電話を２台

常備しています。防災対応マニュアルを作成し、

避難訓練も年２回実施しています。非常食は３日

分、リストを作って管理しています。 

 

 

 

Ⅲ-２ 福祉サービスの質の確保（共通評価Ⅲ－２－（１）～（３）） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

（Ⅲ-2-(1)提供する福祉サービスの標準的な実施方法の確立） 

重要事項説明書には基本的な生活、日中活動、社

会生活等の支援について、標準的実施方法を明文

化し、プライバシー保護や権利擁護の姿勢を明示

しています。マニュアル関係では、服薬のチェッ

ク方法やトイレ掃除など、各業務の手順等を定

め、業務の標準化を図っています。 

 

 

 

（Ⅲ-2-(2)適切なアセスメントによる福祉サービス実施計画の策定） 

入居時、利用者・家族から日常生活動作、健康管

理についてや、社会生活についての本人の希望な

どを聞き取り、アセスメントシートに記載してい

ます。サービス管理責任者はこれを個別支援計画

に反映させ、以降、半年毎に利用者面接や通所先

等の情報確認の上、計画を見直しています。 

 

 

 

（Ⅲ-2-(3)福祉サービス実施の適切な記録） 

利用者状況は支援観察記録と記録システムに記

載します。日録には夜間巡回時・服薬チェック時

の確認欄も設け、リスク管理に役立てています。

記録は主観を交えず事実を記載する旨職員に伝

えると共に、記録の見本や留意事項を記載した書

面をラミネート加工の上、日録にはさみ職員に周

知を図っています。 

 

日録の記録や支援観察記録は現在手書きで記載

されています。記録はマニュアルに従い事実だけ

を記載するようにして、ホーム内で活用されてい

ますが、パソコンを活用することにより、紅梅ホ

ーム本部でもリアルタイムで利用者の状況が把

握でき、支援に活かせるようになります。職員全

員のＰＣスキルの向上を今後の課題としていま

す。 

 

  



 
 

Ａ-１ 利用者の尊重と権利擁護（内容評価 A－１－（１）、（２）） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

（Ａ-1-(1)自己決定の尊重） 

利用者が納得してよりよい意思決定が出来る様

に、職員は自分の考えを押し付けず、選択肢を

用意したり十分な情報提供を行う様に努めてい

ます。就労に向け新たな事業所の利用を考える

場合などは、体験の機会を提供し本人の意向や

動機づけに留意しながら事業所や相談支援事業

所等と連携し自立へのステップを慎重に進めて

います。 

 

 

 

（Ａ-1-(2)権利侵害の防止等） 

毎月全職員が人権チェックリストを用いて振り

返りを行い、集計結果を配布の上、職員会議で

検討しています。この取組みにより、自身がよ

かれと思って行う支援も人権侵害につながりう

ることを知る機会となっています。 

法人の人権研修では職員全員に案内を配布し研

修の感想文の提出等を義務付けるなど積極的な

参加勧奨を行っています。開催時間を午後１～

３時とし、交通費を法人で負担するなどの工夫

により、多くの世話人の参加につながっていま

す。 

 

 

 

 

Ａ-２ 生活支援（内容評価 A－２－（１）～（８）） 

努力、工夫していること 

（取組の状況を具体的に記入） 

課題と考えていること 

（課題の状況を具体的に記入） 

（Ａ-2-(1)支援の基本） 

自立した生活への支援を基本とし、個々の性格

や障害特性に応じて「その人らしく」生活でき

るように支援しています。本人が安心して職員

と話が出来たり、「梅の実に居たい」と思えるこ

とが大切であると考えています。利用者に対し

ては穏やかな声掛けに努めています。職員間で

は日録等の活用による引継ぎにより、安心安全

な支援を目指しています。 

 

 

 



 
 

（Ａ-2-(2)日常的な生活支援） 

朝食は世話人の手作りで、夕食はメニュー選択

が可能な宅配サービスを利用しています。クリ

スマスや正月などの行事では宅配の特別メニュ

ーやスーパーから取り寄せた料理等を提供して

います。メニュー選択では利用者の要望も取り

入れています。 

居室清掃や洗濯等は利用者の主体的な取組みを

支援しています。3 ヶ所の風呂場をそれぞれ１

～２名で利用し、各自、自分の好みのペースや

方法で入浴することができます。 

 

 

 

（Ａ-2-(3)生活環境） 

共用部分の清掃は夜勤者が毎日行っています。

特にトイレは清掃の仕方について写真入りの分

かりやすい説明を掲示し、清潔の保持に努めて

います。 

コロナ禍においては感染防止対策により利用者

間の交流がやや困難な状況です。リビングは利

用者が集う場でしたが、現在は密を避けるため

テーブルから椅子の数を減らしました。食事時

間は一堂に会し会話を楽しむ場でしたが、現在

は時間を区切り１～２名ずつの入れ替え制とし

短時間で食事を済ませる形としています。 

 

 

 

（Ａ-2-(4)機能訓練・生活訓練） 

散歩や通勤時のウォーキングなど利用者の健康

づくりへの取組みを支援しています。ホームに

帰宅後散歩を日課とする利用者、職場等へ徒歩

で通勤する利用者、バス停を１駅分歩く利用者

などがおり、個々に応じた取組みを行っていま

す。食堂には体重計を置き、体重の推移のグラ

フを壁に貼っている利用者もいます。利用者は

毎日体重計に乗り、日々体重をグラフに記入す

ることで、自身の体重への関心や減量への意欲

を高め、成果も上がり始めています。 

 

 

 



 
 

（Ａ-2-(5)健康管理・医療的な支援） 

主に看護師が通院付き添いやホーム内の巡回な

どを行い利用者の健康管理を担っています。通

院後は通院報告書により情報共有に努めていま

す。薬のセット、服薬支援、事後確認は与薬マニ

ュアルに基づく手順でダブルチェックを徹底す

ると共に、毎月の世話人会議で事故報告やヒヤ

リハット報告の検証を行っています。 

コロナ禍においてマスク着用に向けた支援で

は、当初拒否的な利用者も、粘り強く情報を伝

え説明を行う中で着用可能となりました。 

 

 

 

（Ａ-2-(6)社会参加、学習支援） 

利用者の特性を踏まえ、個々の意向を尊重した

支援を行っています。ガイドヘルパー等のサー

ビス利用により本屋やファミレス等への外出を

支援しました。その他、交通機関の利用による

本厚木駅周辺への単独外出や宮ケ瀬までの自転

車による外出など、利用者の多様なニーズに応

える支援を行ってきました。今年度は新型コロ

ナウイルスの感染予防対策により外出は自粛し

てきましたが、今後感染状況を注視しつつ、実

施を判断する予定です。 

 

 

 

（Ａ-2-(7)地域生活への移行と地域生活の支援） 

現時点では、地域での一人暮らしを希望する利

用者はいませんが、個別面接等で情報提供や意

向確認をしながら、個別支援計画に基づく支援

を行っています。ホーム内では、居室清掃、洗

濯、シーツ交換、布団干しなど、自立した生活へ

の支援を行っています。 

厚木地区施設のグループホーム職員が 2ヶ月に

１回、ホーム連絡会議を開催し情報交換を行っ

ています。ここで得た地域の情報を利用者の地

域生活支援に役立てています。 

 

 

 



 
 

（Ａ-2-(8)家族等との連携・交流と家族支援） 

各利用者は家庭状況に応じた形で家族と交流し

ています。帰宅する利用者には、帰宅ノートを

作成し家族との情報共有に努めています。定期

的に家族と外出し、食事や買い物を楽しむ利用

者もいます。 

法人主催で毎月「家族の会」を開催し、情報交換

等を行っていますが、家族の参加は少ない状況

です。不参加の家族には議事録を家族会ニュー

スとして配布しています。各家族には随時、行

事開催を案内し参加を募っています。 

 

 

家族会の参加者が少ないことが課題です。家族の高

齢化や近親者がいない利用者もおられ、成年後見人

制度の利用等も含め、家族会の運営や参加者の増大

を課題としています。 

 

 

 

 

  



 
 

その他特記事項：第三者評価機関として今後、特に課題として取り組みを期待したい事項 

（※特記する事項がない場合は無記入） 

評価対象 

・分類 

・項目 
第三者評価機関からのコメント 

Ⅰ－４ 

Ⅱ－２ 

Ａ－２－

（1） 

取り組みを期

待したい事項 

専門知識を活かした、利用者の障がいの特性に合わせた支援の実施に向

け、非常勤職員も含めた全職員育成の仕組みづくりを期待します。 

理由 

法人は職員育成については、法人内の人権研修や階層別研修、外部研修

受講の支援など、きめ細かな体系を確立していますが、現場でのOJT

による育成指導の時間などが十分とは言えない状況です。また、社会の

多様化働き方の多様化により、研修時間が取りにくい職員もいます。

年々、利用者の高齢化が進行する状況の中、職員が専門知識を学び、自

ら自信を持って支援が出来る新たな研修体制づくりが必要とされていま

す。 

 

Ⅱ－４ 

Ａ－２－

（6） 

取り組みを期

待したい事項 

利用者が地域社会でより豊かな生活を送れる基盤作りのため、今後更

に、グループホーム「梅の実」として、地域との交流や余暇活動などに

多彩な利用者支援の実施が期待されます。 

理由 

運営法人全体では行事などで、地域住民や少年団、高校生ボランティア

などと地域交流が多彩に実施されています。自治会に加入し、地域との

関係を大切にしています。自治会行事への参加も利用者に積極的に情報

提供していますが、「梅の実」利用者の参加は少なく、またグループホ

ームでの行事への地域住民の参加の機会も殆どありません。今年はコロ

ナ禍で余暇活動も実施が難しい環境下にありますが、今後は利用者の希

望を取り入れ、豊かな社会生活が送れるよう支援の強化が期待されま

す。 

 

Ⅲ－２ -

（1）（3） 

Ａ－２－

（1） 

取り組みを期

待したい事項 
ホーム独自の業務マニュアルの更新と活用 

理由 

「日録」ファイルにはホーム独自の業務マニュアルが綴じられて、職員

は業務マニュアルに沿って、利用者の支援に当たっています。マニュア

ルの記載事項は必要の都度、赤字で修正されていますが、赤字の記載が

増え、半年以上更新されていません。定期的に更新し、利用者の生活状

況（身体状況や健康状況）の変化に対応した最新のマニュアルを常備

し、標準化された支援が確実に実施されることが期待されます。 

 

 

 

  



 
 

第三者評価機関コメント 利用者調査の結果 

項目 コメント 

利用者調査で確認できた

こと 

（※次の調査方法のうち

該当するものに○印を記

入） 

①ヒアリング調査（本人） 

②ヒアリング調査（家族） 

③観察調査 

＜ヒアリング対象者＞ 

利用者本人 ６名（男性 ６名、女性  0名） 

＜ヒアリング方法＞ 

各利用者本人と評価調査者 2名とで面談 

＜ヒアリングで分かったこと＞ 

① スタッフの言葉遣いは丁寧ですが、たまに乱暴なことがあります。言

葉は丁寧です。乱暴な言葉遣いや態度はないです。丁寧に話してくれ

る。怒られることがあります。 

② ノックして声かけする。「さん」づけしている。部屋にはあんまり入っ

て来ない。サインする時、小遣いもらう時に入る。鍵をかけているの

でスタッフが部屋に勝手に入ることはないと思います。 

③ 風呂は気持ちよく入っている。食事は嫌いなものはない。魚も肉も好

き。おいしい。食事は量が多く、味が濃いです。食事おいしい。辛子

とネギきらい。１階の風呂に入っている。背中流してもらっている。

風呂は夕食後入る。隣室の音が大きく気になるので、静かにしてほし

いです。 

④ スタッフは生活の目標など一緒に考えてくれます。話して一緒に考え

てもらった。目標は健康のためバスを使わないで、歩いて帰ってくる

こと。歩いている。３０分くらい歩く。川のほとりを週３日位。 

⑤ お金を使ったら領収書を渡している。毎月お金の報告をしてくれる。

家に預けている。毎週土曜夕方に家に帰って、日曜の夕方ホームに帰

ってくる。 

⑥ 相談したことない。相談したことないし１人で病院にも行く。相談は

スタッフにしている。 

⑦ 仕事のことは家族に話さない。相談はスタッフよりも後見人にした方

がよいと思います。誰にも相談しない。相談できる人はいない。 

⑧ 怪我した。サッカーで足突き指した時、手当てしてくれた。紅梅園の

人が手当てしてくれた。怪我したことない。 

⑨ 外出は今コロナで出来ない。コロナ前は１人で海老名に行き映画を見

たり、本厚木でカラオケに行ったりしていた。乃木坂４６が好き。仕

事のない時は、散歩に行きます。家の人とスポーツ教室に行き、体操

をした。コンビニに行ってコーヒーを買って飲みます。 

⑩ 大事にしてもらっている。ここが好きです。ずっといたい。スマホも

買って楽しみ。ここが好きです。管理者が良くしてくれる。大事にさ

れている。ここが大好きです。ずっといたい。家がないので仕方なく

ここに居ます。 

 

 


